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1. 会社概要：○○○○○

(1) 会社概要
 (
ここには読み手にとってわかりやすいようにパラグラフの要約を記載します。MSゴシックで
9.5
ptにして太字にすること。
)ここは本文。１マス空けずにパラグラフの切れ目は1行あけて記載します。フォントは日本語MS明朝、英数字はTIMES NEW ROMANで作成して下さい。ここは本文。１マス空けずにパラグラフの切れ目は1行あけて記載します。フォントは日本語MS明朝、英数字はTIMES NEW ROMANで作成して下さい。フォントの大きさは10ptで統一します。グラフを貼り付けるときも原則として左を空けて、本文と並べて挿入します。形式は以前渡したソニーのアナリストレポートを参考にすること。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

(1) 会社概要
 (
ここには読み手にとってわかりやすいようにパラグラフの要約を記載します。MSゴシックで
9.5
ptにして太字にすること。
)だいたい１パラグラフ5行くらいで納めると読みやすいので工夫してみてください。その他、自分たちで工夫しながらカッコイイ形式を考えてみましょう。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

 (
ここには読み手にとってわかりやすいようにパラグラフの要約を記載します。MSゴシックで
9.5
ptにして太字にすること。
)○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○










2. 事業戦略分析：○○○○○○○○○○○○○○○○○

(1) セグメント分析
 (
ここには読み手にとってわかりやすいようにパラグラフの要約を記載します。MSゴシックで
9.5
ptにして太字にすること。
)○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

 (
ここには読み手にとってわかりやすいようにパラグラフの要約を記載します。MSゴシックで
9.5
ptにして太字にすること。
)○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

(2) セグメント分析
グラフを入れる場合は、下のように本文の位置と合わせること。またすべて図表として通し番号を入れること。グラフのタイトルはゴシック明朝9ptにして太字にすること。またグラフ前後は1行空けること。枠線を入れないこと。○○○○○。

【図表1】日本の有配企業数と有配企業比率
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本資料は大阪市立大学商学部宮川研究室の所属学生がゼミ用教材資料として作成したものです。本資料内には、事実ではなく仮説として設定された内容も含まれています。また、本研究室は、内容の正確性および完全性に責任を負うものではありません。これ以外の目的で使用すること、並びに無断で複製することを固くお断りします。
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（図2）東京証券取引所一、二部に上場している全銘柄を対象に現金配当を支払った企業の数と支払わなかった企業の数を年度毎

に集計し、棒グラフで示している。折れ線グラフは有配企業の占める割合（有配企業比率=有配企業数／全銘柄数）である。現金配当

は年度集計をしており、中間か期末のいずれかによって配当を支払った企業を有配企業と定義した。

（出所）NEEDS-CD ROM日経財務データ（DVD版）より取得して加工。


